

















































(1) a. hako  hasi+bako （箸箱） 
  b. tama  me+dama （目玉） 
  c. sora  hosi+zora （星空） 
  d. sima  yoko+zima （横縞） 





 (2)４,５ a.  tokoro （所） X+dokoro 
b.  台所     居所   打ち所  大所  押さえ所 
        落とし所      金所   勘所  聞き所  見所 
       綺麗所     芸所     米所  酒所  思案所 
         死に所     勝負所   蕎麦処  茶所  使い所 
        捕まえ所    掴み所   出所  所々  捕らえ所 
        泣き所     逃げ所   狙い所  見せ所  見所 
        目の付け所   紋所   役所  休み所  拠り所 
   c.  tokoro （所）  X+tokoro 
      至る所   一の所   今の所  垣下の所 帰する所 
     国所   此の所   実の所  領る所  既の所 
     詮ずる所  詰まる所  時の所  七所  一所 
     全くの所  三所   
   d. tokoro         X+doko 
 
 
e.  居所（「いどころ）の略」  （何処・何所（イヅコの転；「どこ」古形） 
大所（「おおどころ」の略）  台所（「だいどころ」の略） 








   秋 Z`fh\    柿 Zj`fh\   書く Zj`ft\ 
   猫 Zmdfn\    所 Zsnfnqn\ 
  [t]>[d] 
   下駄 Zfdc`\  肩 Zj`c`\   事  Zjncn\ 
















(4) a. 青写真  *少し青写真    *部分的に青写真 
     赤電話  *少し赤電話   *部分的に赤電話 
b. 青い写真   少し青い写真   部分的に青い写真 
      赤い電話   少し赤い電話   部分的に赤い電話 
c. いいとこ（ろ）  少しいいとこ（ろ） 部分的にいいとこ（ろ） 
d. いい気味   いい米  いい年  いい人   
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(5)８ a. A+A=A usu+gurai 薄暗い 
  b. A+V=V naga+biku 長引く 























(7) a. いぐ（いく）   ゆぎやげ（ゆきやけ）   たぎもん（焚き物） 
 b. ついだつ（ついたち） はだけ（はたけ）    おどこ（おとこ） 
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(9) ra（断定の助動詞「だ」）： raaro mo（だけれども） hoNra（本だ） 
romo（けれども）、re（助詞「で」） 
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